
資
産
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

資
産
税
課
L
2
2
4
‐
5
6
8
4

固
定
資
産
税
減
額
制
度
の
お
知
ら
せ

■
認
定
長
期
優
良
住
宅

　

次
の
要
件
を
満
た
し
た
住
宅
を
新
築
し

た
場
合
、
当
該
住
宅
の
固
定
資
産
税

（
1
2
0
㎡
を
限
度
）を
2
分
の
1
減
額
し

ま
す
。
減
額
期
間
は
、
3
階
建
て
以
上
の

耐
火
・
準
耐
火
住
宅
は
新
築
後
7
年
間
、

そ
の
他
の
住
宅
は
新
築
後
5
年
間
で
す
。

要�

件
…
「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
認
定
長
期

優
良
住
宅
▼
平
成
21
年
6
月
4
日
か
ら

同
26
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築
さ

れ
た
住
宅
▼
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上（
一
戸
建
以
外
の
賃
貸
住
宅
の

場
合
は
40
㎡
以
上
）2
8
0
㎡
以
下
▼

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
当
該
家
屋
の
床

面
積
の
2
分
の
1
以
上

＊
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
要
件
に
つ
い
て

は
、
建
築
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
9
7
4

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

必�

要
書
類
…
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
の
減
額
申
告
書
▼
認
定
通

知
書
の
写
し

申�

請
期
間
…
新
築
し
た
年
の
翌
年
1
月
31

日
ま
で
に
申
請

■
家
屋
改
修

　

次
の
①
～
③
の
家
屋
改
修
を
行
い
、
要

件
を
満
た
し
た
場
合
、
家
屋
に
係
る
固
定

資
産
税
を
減
額
し
ま
す
。
1
戸
に
つ
き
、

同
一
の
減
額
措
置
の
適
用
は
1
回
で
す
。

工
事
完
了
後
、
原
則
3
か
月
以
内
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
①
②
は
同
時
に
受
け
付

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

　

家
屋
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

（
1
0
0
㎡
を
限
度
）を
3
分
の
1
減
額
。

対 

象
と
な
る
工
事
…
廊
下
の
拡
幅
、
階
段

の
こ
う
配
緩
和
、
浴
室
・
ト
イ
レ
の
改

良
、
手
す
り
の
設
置
、
屋
内
の
段
差
解

消
、
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え
、
床
表
面

の
滑
り
止
め
化

要�
件
…
❶
65
歳
以
上
、
❷
介
護
保
険
で
要

介
護
等
認
定
を
受
け
て
い
る
、
❸
障
害

者
、
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し
て
い

る
▼
平
成
19
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）で
、

同
19
年
4
月
1
日
か
ら
同
28
年
3
月
31

日
ま
で
に
対
象
の
工
事
が
完
了
▼
対
象

部
分
の
工
事
費
の
自
己
負
担
額
が
50
万

円
超（
平
成
25
年
3
月
31
日
以
前
に
改

修
工
事
の
契
約
を
し
た
場
合
は
、
30
万

円
以
上
）

必�

要
書
類
…
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書

（
工
事
内
容
、
費
用
の
確
認
が
で
き
る

も
の
）▼
領
収
書
の
写
し
▼
工
事
箇
所

の
写
真
▼
補
助
金
等
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
交
付
決
定
通
知
等
の
補
助
額
が

分
か
る
書
類
▼
要
介
護
等
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し
▼
障
害
者
の
方
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の
写
し
▼
契
約

書
の
写
し
（
平
成
25
年
3
月
31
日
以
前

に
改
修
工
事
の
契
約
を
し
た
場
合
）

②
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

　

家
屋
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

（
1
2
0
㎡
を
限
度
）を
3
分
の
1
減
額
。

対 

象
と
な
る
工
事
…
窓（
必
須
）お
よ
び
、

床
・
天
井
・
壁
の
断
熱

要�

件
…
平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
は
除
く
）で
、

同
20
年
4
月
1
日
か
ら
同
28
年
3
月
31

日
ま
で
に
対
象
の
工
事
が
完
了
▼
対
象

部
分
の
工
事
費
が
50
万
円
超（
平
成
25

年
3
月
31
日
以
前
に
改
修
工
事
の
契
約

を
し
た
場
合
は
、
30
万
円
以
上
）

必�

要
書
類
…
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書

（
工
事
内
容
、
費
用
の
確
認
が
で
き
る

も
の
）▼
領
収
書
の
写
し
▼
建
築
士
、

指
定
確
認
検
査
機
関
等
の
発
行
し
た
証

明
書
▼
契
約
書
の
写
し
（
平
成
25
年
3

月
31
日
以
前
に
改
修
工
事
の
契
約
を
し

た
場
合
）

③
耐
震
改
修

　

家
屋
に
係
る
翌
年
度
の
固
定
資
産
税

（
1
2
0
㎡
を
限
度
）を
、
平
成
22
年
か
ら

同
24
年
ま
で
に
完
了
し
た
も
の
は
2
年

間
・
2
分
の
1
減
額
、
同
25
年
か
ら
同
27

年
ま
で
に
完
了
し
た
も
の
は
1
年
間
・
2

分
の
1
減
額
。

対 

象
と
な
る
工
事
…
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
す
る
た
め
の
改
修
工
事

要�

件
…
昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
所

在
す
る
住
宅
で
、
平
成
18
年
か
ら
同
27

年
ま
で
に
対
象
の
工
事
が
完
了
▼
対
象

部
分
の
工
事
費
が
50
万
円
超（
平
成
25

年
3
月
31
日
以
前
に
改
修
工
事
の
契
約

を
し
た
場
合
は
、
30
万
円
以
上
）

必�

要
書
類
…
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書（
工

事
内
容
、
費
用
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）

▼
領
収
書
の
写
し
▼
建
築
士
、
指
定
確

認
検
査
機
関
等
の
発
行
し
た
証
明
書
、

ま
た
は
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発

行
し
た
住
宅
性
能
評
価
書
の
写
し
▼
契

約
書
の
写
し
（
平
成
25
年
3
月
31
日
以

前
に
改
修
工
事
の
契
約
を
し
た
場
合
）

家
屋
取
り
壊
し
の
際
は
届
け
出
を

　

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1

日
に
所
有
す
る
建
物
に
か
か
り
ま
す
。
年

内
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
次
年
度

か
ら
そ
の
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
が

か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

登
記
済
み
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
川
越
支
局

L
2
4
3
︲
3
8
2
4
に
滅
失
登
記
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
住
宅
を
取
り
壊
し
て
店
舗
や
駐
車
場
な

ど
に
す
る
場
合
は
、
土
地
の
固
定
資
産
税

が
増
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
申
請
の
受
け
付
け
開
始

市
民
課
L
2
2
4
‐
5
7
6
4

承
認
期
間
は
7
月
か
ら
来
年
6
月
ま
で

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
難

し
い
場
合
な
ど
に
、本
人
の
申
請
に
よ
り
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

7
月
1
日
㈪
か
ら
、
今
年
度
分
の
国
民

年
金
保
険
料
免
除
申
請（
全
額
免
除
・
一

部
免
除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
申
請
の
受

け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
を
希
望
の
方
は
、
印
鑑
と
年
金

手
帳
を
持
参
し
、
市
民
課
国
民
年
金
担
当

（
本
庁
舎
1
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
年
金
事
務
所

か
ら
審
査
結
果
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
審
査
を
行
う
た

め
、所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
市
・

県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

申
請
者
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
中
で
、
平

成
25
年
1
月
2
日
以
降
に
川
越
市
に
転
入

し
た
方
は
、
該
当
者
の
同
25
年
度
課
税
証

明
書（
総
所
得
額
・
各
控
除
額
の
わ
か
る

も
の
）ま
た
は
同
24
年
分
源
泉
徴
収
票
が

必
要
で
す
。

●
全
額
免
除

　

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ
る
制

度
で
す
。

●
一
部
免
除

　

保
険
料
の
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
で
す
。
一
部
保
険
料
を
納
付
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
の
一
部
免
除

が
無
効
と
な
る
た
め
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
生

じ
た
場
合
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

免�

除
の
対
象
…
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下

の
方
、
ま
た
は
平
成
24
年
3
月
31
日
以

降
の
失
業
や
同
年
4
月
1
日
以
降
の
天

災
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
方（
申
請
者
・
配

偶
者
・
世
帯
主
が
同
年
3
月
31
日
以
降

に
失
業
し
て
い
る
場
合
は
、
離
職
票
な

ど
退
職
の
事
実
が
分
か
る
公
的
機
関
の

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

●
若
年
者
納
付
猶
予

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

猶�

予
の
条
件
…
30
歳
未
満
で
、
前
年
の
所

得
が
一
定
以
下
の
方
、
ま
た
は
平
成
24

年
3
月
31
日
以
降
の
失
業
や
同
年
4
月

1
日
以
降
の
天
災
な
ど
に
よ
り
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
方

（
申
請
者
・
配
偶
者
が
同
年
3
月
31
日

以
降
に
失
業
し
て
い
る
場
合
は
、
離
職

票
な
ど
退
職
の
事
実
が
分
か
る
公
的
機

関
の
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

＊
30
歳
に
達
す
る
月
の
前
月
分
ま
で
が
対

象
で
す
。

翌
年
度
以
降
の
継
続
申
請
を
し
た
方
へ

　

次
の
①
②
に
該
当
す
る
方
は
、
今
年
度

分
の
申
請
は
不
要
で
す
。
継
続
審
査
の
結

果
通
知
が
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。

①�

昨
年
度
分
に
お
い
て
、
継
続
審
査
に
よ

り
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予

が
引
き
続
き
承
認
さ
れ
た
方

②�

昨
年
の
申
請
時
に
翌
年
度
以
降
の
継
続

審
査
を
希
望
し
、
昨
年
度
分
で
全
額
免

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ

れ
た
方

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
分
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
来
年
3

月
ま
で
で
す
。

　

大
学
・
短
大
・
高

校
・
専
修
学
校
な
ど

に
在
学
す
る
20
歳
以

上
の
学
生
は
、
学
生

納
付
特
例
の
申
請

が
、
免
除
申
請
お
よ

び
若
年
者
納
付
猶
予
よ
り
優
先
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

追
納
に
つ
い
て

　

免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
の
承
認
期
間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降

に
納
め
る
場
合
に
は
、
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す

る
条
例（
案
）へ
の
意
見
募
集

健
康
づ
く
り
支
援
課
L
2
2
9
‐
4
1
2
1

O
2
2
5
‐
1
2
9
1

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
歯
と
口
の

健
康
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
同
条
例

の
制
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
条

例
と
す
る
た
め
、
同
条
例（
案
）に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
6
月
10
日
㈪
～
7
月

9
日
㈫

閲�

覧
場
所
…
保
健
医
療
推
進
課（
本
庁
舎

2
階
）・
健
康
づ
く
り
支
援
課
・
出
張
所
・

連
絡
所

対�

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

意�

見
の
提
出
方
法
…
閲
覧
場
所
で
配
布
す

る
意
見
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

〒
3
5
0
︲
1
1
0
4
川
越
市
小
ケ

谷
8
1
7
︲
1�

健
康
づ
く
り
支
援
課

（
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
閲
覧
・
意

見
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
条
例
制

定
の
参
考
に
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
の
内

容
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表

し
ま
す
。
類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

公
表
し
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
個
人
情
報
は
、
公
表
し
ま
せ
ん
。
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は
か
り
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

産
業
振
興
課
L
2
2
4
‐
5
9
3
4

　

営
業
用（
取
引
・
証
明
）に
計
量
器
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
会
場
に
持
ち
込
み
、

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
検
査
は
、
機
械
式
は
か
り
の
み

で
す
。

対�

象
…
本
庁
管
内
の
方（
出
張
所
管
内
の

方
は
、
来
年
度
実
施
予
定
）

日�

時
…
7
月
1
日
㈪
～
5
日
㈮
、
午
前
9

時
～
午
後
4
時（
正
午
～
午
後
1
時
を

除
く
）

会�

場
…
川
越
市
計
量
検
査
所（
石
原
町
二

丁
目
）

広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
者
募
集

総
務
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
0

　

被
爆
地
・
広
島
市
で
行
わ
れ
る
平
和
記

念
式
典
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
式
典
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
平

和
資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
見
学
す

る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、

平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
程（
一
泊
二
日
）は
、
す
べ
て
団
体
行

動
で
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
・
別
行
動
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
過
去
に
参
加
し
た

方
の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日�

程
…
8
月
5
日
㈪
～
6
日
㈫

定
員
…
15
人（
抽
選
）

応
募
資
格
…
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
①
市
内
在
住
で
中
学
生
以
上
、
②
健

康
で
団
体
行
動
が
で
き
る
、
③
7
月
25

日
㈭
の
事
前
研
修
に
参
加
で
き
る

参
加
条
件
…
参
加
後
に
感
想
文（
8
0
0

字
程
度
）を
提
出

参
加
費
…
5
0
0
0
円

応�

募
方
法
…
ハ
ガ
キ
（
一
人
一
枚
）に
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
生
年
月
日
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
し
、

6
月
24
日
㈪（
必
着
）ま
で
に
〒
3
5
0

︲
8
6
0
1
川
越
市
役
所
総
務
課「
広

島
平
和
記
念
式
典
」係

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

こ
ど
も
政
策
課
L
2
2
4
‐
6
2
7
8

　

市
で
は
、
幼
稚
園
の
保
育
料
な
ど
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
で
配
布

さ
れ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対�

象
…
平
成
19
年
4
月
2
日
～
同
22
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
が
幼
稚
園

に
在
園
し
て
い
る
保
護
者
、
ま
た
は
満

3
歳
と
な
っ
た
子
を
幼
稚
園
に
途
中
入

園
さ
せ
た
保
護
者

川
越
市
地
域
防
災
計
画
の
公
表

防
災
危
機
管
理
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
4

　

川
越
市
地
域
防
災
計
画
の
一
部
見
直
し

が
終
了
し
ま
し
た
。
同
計
画
と
意
見
募
集

の
結
果
は
、
防
災
危
機
管
理
課（
本
庁
舎
4

階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
・
公
民
館
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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6月23日～29日は、男女共同参画週間

男女共同参画週間　市長メッセージ
　6月23日から29日までの1週間は、「男女共同参画週間」です。
本年度は、「紅一点じゃ、足りない。」というキャッチフレーズの
もと、各地で男女共同参画社会の実現に向けた活動が行われます。
　市では、キャッチフレーズにあるように、政策・方針決定の過
程に女性がもっと参画することができるよう、市の各種審議会等
における女性委員の登用や、女性職員の管理職への登用を推進し
ています。このほか「かわごえ男女共同参画プランⅣ」に基づき、
幅広い分野において施策を推進しているところです。
　男性と女性が、職場、学校、地域、家庭で個性と能力を発揮で
きる男女共同参画社会を実現するためには、行政だけでなく、市
民や事業者のみなさん一人ひとりの協力と実践が重要です。
　この週間を、私たちのまわりにある身近な男女のパートナーシ
ップについて、改めて考える契機としていただければ幸いです。�
　今後とも、「かわごえ男女共同参画プランⅣ」の将来像である「一
人ひとりが生き生きと暮らせる社会の実現」に向け、精いっぱい
取り組んでまいりますので、より一層のご理解とご協力をお願い
申し上げます。
　平成25年6月　　　　　　　　　　　川越市長　川合　善明

男女共同参画講座
　国連婦人の地位委員会日本政府代表・橋

はし

本
もと

ヒロ子
こ

さんによる「地
域社会活性化の鍵は女性の活躍」。当日直接会場。

日時…6月30日㈰、午後1時30分～3時　会場…女性会館　定員
…先着70人

男女共同参画市民フォーラム
　埼玉学園大学人間学部教授・福

ふく

島
しま

良
よし

一
かず

さんによる「新
にい

島
じま

八
や

重
え

」。
手話通訳、1歳以上の託児あり（託児希望者は、7月3日㈬までに
同課に要申込）。

日時…7月13日㈯、午後2時～4時　会場…クラッセ川越　定員
…先着120人　申し込み…6月17日㈪から、男女共同参画課（本
庁舎3階）・女性会館・南連絡所・本川越証明センター・公民館
で入場券を配布

男女共同参画課L224ー5723
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市
政
に
ゅ
う
す 　昨年度実施したダイオキシ

ン類の調査結果は、次のとお

りです。

調査項目・調査日
① 大気…春期＝平成24年6月
11日～18日▶夏期＝7月
19日～26日▶秋期＝10月

17日～24日▶冬期＝同25

年1月10日～17日

② 河川水…平成24年10月29日
③ 地下水…平成24年10月18日
④ 河川底質…平成24年10月
29日

⑤ 土壌…平成24年12月17日
調査方法
　環境省が作成したマニュア

ルなどに従って実施しました。

調査結果
　大気・河川水および地下水・

河川底質・土壌について、す

べての地点で、環境基準を下

回りました。

調査地点
ダイオキシン類

環境基準
春期 夏期 秋期 冬期 年平均

川越測定局 0.025 0.038 0.044 0.056 0.041

0.6
芳野中学校 0.032 0.055 0.058 0.068 0.053
下広谷地区 0.028 0.030 0.11 0.12 0.072
南文化会館 0.023 0.030 0.054 0.098 0.051
鯨井中学校 0.020 0.032 0.038 0.054 0.036

①大気 単位：pg-TEQ/㎥

調査地点 ダイオキシン類 環境基準
初雁橋（入間川） 0.12

1旭橋（新河岸川） 0.21
不老橋（不老川） 0.071

②河川水 単位：pg-TEQ/ℓ

調査地点 ダイオキシン類 環境基準
伊佐沼第1水源（地下水） 0.014 1

③地下水 単位：pg-TEQ/ℓ

調査地点 ダイオキシン類 環境基準
かほく運動公園 　　0.011

1,000
仙波浄水場 　 23

⑤土壌 単位：pg-TEQ/g

調査地点 ダイオキシン類 環境基準
初雁橋（入間川） 0.28

150旭橋（新河岸川） 8.8
不老橋（不老川） 2.1

④河川底質 単位：pg-TEQ/g

ダイオキシン類調査結果 環境対策課L224ー5894

環境基準…人の健康を保護するうえで維持されることが望ましい基準
pg…ピコグラム。1兆分の1グラムのこと
TEQ…�ティー・イー・キュー。ダイオキシン類の中で毒性が最も強いダ

イオキシンを1として他のダイオキシンを換算し、合計したもの

市税納期のお知らせ
名　称 納期限 問い合わせ

市・県民税（第1期） 7月1日
収税課
L224ー5686

納税通知書を発送しました
名　称 対　象 発送日 問い合わせ

市・県民税
納税通知書

平成25年1月1日現在、
川越市に居住し、前年
に一定の所得がある方

6月10日
市民税課
L224ー5640

市民・事業者の皆さんへ
のお願い
　一定基準を満たさない

焼却炉は、家庭用・事業

用にかかわらず、使用す

ることはできません。

　また、事業者が使用す

る焼却炉は、すべて届け

出が必要となります。新

たに焼却炉を設置する際

には、ご連絡ください。
＊ダイオキシン類の値は、有効数字2桁としています。
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交
通
切
替
工
事
に
よ
り
、
6
月
16
日
㈰
か
ら
川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
の
交
通
形
態
が
左
図
の

通
り
と
な
り
ま
す
。
地
方
庁
舎
方
面
か
ら
駅
前
広
場
に
は
入
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス

乗
り
場
の
位
置
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、
広
場
内
に
設
置
さ
れ
た
案
内
看
板
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
送
迎
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
6
月
15
日
㈯
・
午
後
11
時
～
16
日
㈰
・
午
前
5
時
は
、
夜
間
集
中
工
事
の
た
め
、
駅
前
広
場

内
は
車
両
進
入
禁
止
に
な
り
ま
す
。

→
本川越駅方面

川越駅
タクシー
乗り場

工事箇所

バス停

路線バス専用

凡例

↑

↑

↓

↓

駅前広場には
一般車両は
入れません。
通行は
ご遠慮ください。

↑
　
号
方
面

16 川
越
駅
西
口
駅
前
広
場
交
通
切
り
替
え
の
お
知
ら
せ

川
越
駅
西
口
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
L
2
4
5
‐
6
0
1
1

バス停 主な行き先 系　　統

①
新所沢駅東口、所沢営業所、
かすみ野、尚美学園大学

西武バス（新所02・本55深夜・川
越35・川越35－1）

② 今福中台、川越営業所 西武バス（本53・本54深夜）
③ 南大塚駅南口、新狭山駅南口 西武バス（川越61・川越62）

④
羽田空港、成田空港、京都・大阪方面、
河口湖方面、東京ディズニーリゾート方面、
尾瀬戸倉方面

高速バス

⑤ 本川越駅
西武バス（本53・本54・川越35・
川越35－1）

⑥ 本川越駅 西武バス（新所02・本55）
⑦ 小江戸巡回バス イーグルバス
⑧ 南大塚駅北口、西後楽会館、西川越駅 川越シャトル（20・21・22・24系統）
⑨ 本川越駅（降車専用） 西武バス（新所02・本55系統）

高齢者いきがい課L224－5809

　地域包括支援センターは、高齢者やその家族をさまざ
まな面から総合的に支える機関です。介護保険制度や介
護の悩み、福祉サービス、認知症、高齢者虐待など何で
も相談してください。「最近、近所の1人暮らしの方が
困っているようだ」など、近所の方からの相談も可能で
す。また、介護予防の体操教室などを開催し、健康づく
りの支援も行っています。
　地域包括支援センターブランチでも各種相談に応じて
います。
●地域包括支援センター�キングス・ガーデン
　石原町1丁目27－7L299－6760
　担当地区…第1支会、第2支会、第4支会、山田支会
●地域包括支援センター�小仙波
　小仙波947－1L227－7878
　担当地区…第5支会、第6支会、第7支会、第8支会
●地域包括支援センター�連雀町
　連雀町31－2L229－5332
　担当地区…第3支会、第9支会、第10支会
●地域包括支援センター�よしの
　鴨田3355－1L298－7807
　担当地区…芳野支会、古谷支会、南古谷支会

地域包括支援センターブランチ�みなみふるや
　並木新町2－5桜ビル301L235－7731
　担当地区…南古谷支会
●地域包括支援センター�たかしな
　砂新田4丁目1－4ブランドールビル2階L291－6003
　担当地区…高階支会
●地域包括支援センター�みずほ
　今福2745L241－3676
　担当地区…第11支会、福原支会
●地域包括支援センター�だいとう
　南台2丁目11－4南台ハイツ１階L249－7766
　担当地区…大東支会
●地域包括支援センター�かすみ
　かすみ野1丁目1－5L234－8181
　担当地区…霞ケ関支会、川鶴支会
●地域包括支援センター�みなみかぜ
　吉田204－2L239－0003
　担当地区…霞ケ関北支会、名細支会
地域包括支援センターブランチ�こもれび
　的場2098－22L298－6221
　担当地区…霞ケ関北支会

　　●＝地域包括支援センター　　　 ＝地域包括支援センターブランチ

ご存知ですか ? 地域包括支援センター

①①

②②

⑨⑨

③③ ④④ ⑦⑦

⑧⑧

⑤⑤

⑥⑥


